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3
面を伝播する電波による帯域の有効利用

 床の上、床に触れている机の上*1であれば通信できる

 UWB さらには 微弱無線*2での広帯域通信*３

1. ２次元通信シートを床面に敷設し、特殊なカプラを床面に接触させることで通信。床に接触し
た（２次元通信用の）机の上でも通信できる。

2. 典型的なケースにおいて確認済み。
3. 本研究では UWB ハイバンドに対応したものを試作。

4. 本システムは一般の無線通信とは異なり、床面に特殊なデバイスが必要。ただし設置・施工
の手間は通常のOAフロアとほとんど変わらず、ハードウエアコストは（材料としては安価であ
るため）量産化によって十分に安価なものになると期待できる。

5. 試作システムの（シートやカプラをアンテナとみなしたときの）空中線電力は -41.3dBm/MHz
以下。

• 通信床は一般のOAフロアーとほぼ同じ工程で敷設できる*４

• 端末が送出する電磁波パワーが小さい*5

• 基本構造を変更することなく電力伝送も可能
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3N26 で実演展示を行っています


